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(57)【要約】
　本発明は、生理学的に許容される媒体中に、水性相および油性相を少なくとも含有する
エマルジョンを含む化粧料組成物であって、上記油性相は、（ｉ）９９．９重量％までの
シリコーンエラストマーおよび０．１重量％～１０重量％の界面活性剤からなるコンパウ
ンド、上記界面活性剤はＣ１０～Ｃ１８脂肪族アルコールのポリオキシエーテルから選択
される、（ｉｉ）シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末、および（ｉ
ｉｉ）アルキル（メタ）アクリレートモノマーを少なくとも含むポリマーを含有するフィ
ラーを少なくとも含み、コンパウンド（ｉ）のシリコーンエラストマーが粉末（ｉｉ）と
異なるところの化粧料組成物に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生理学的に許容される媒体中に、水性相および油性相を少なくとも含有するエマルジョ
ンを含む化粧料組成物であって、上記油性相は、下記：
　（ｉ）９９．９重量％までのシリコーンエラストマーおよび０．１～１０重量％の界面
活性剤からなるコンパウンド、ここで上記界面活性剤は、Ｃ１０～Ｃ１８脂肪族アルコー
ルのポリオキシエーテルから選択される；
　（ｉｉ）シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末、および
　（ｉｉｉ）アルキル（メタ）アクリレートモノマーを少なくとも含むポリマーを含有す
るフィラー
を少なくとも含み、コンパウンド（ｉ）のシリコーンエラストマーが粉末（ｉｉ）と異な
るところの組成物。
【請求項２】
　生理学的に許容される媒体中に、水性相および油性相を少なくとも含有するエマルジョ
ンを含む化粧料組成物であって、上記油性相は、下記：
　（ｉ）界面活性剤と会合した形態で存在するシリコーンエラストマー、
　（ｉｉ）シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末、および
　（ｉｉｉ）アルキル（メタ）アクリレートモノマーを少なくとも含むポリマーを含有す
るフィラー
を少なくとも含み、（ｉ）のシリコーンエラストマーが粉末（ｉｉ）と異なるところの組
成物。
【請求項３】
　油中水型（Ｗ／Ｏ）または多層（Ｏ／Ｗ／Ｏ）エマルジョンの形態である、請求項１ま
たは２に記載の組成物。
【請求項４】
　（ｉ）のシリコーンエラストマーおよび界面活性剤が、３０～１０００の範囲のエラス
トマー／界面活性剤の乾燥重量比で会合している、請求項１～３のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項５】
　（ｉ）の界面活性剤と会合したシリコーンエラストマーが、上記油性相に分散した水性
小滴中にある、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　分散した水性小滴中のシリコーンエラストマーが、部分的にまたは全体的に架橋された
エラストマー状オルガノポリシロキサン粒子である、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　好ましくは分散した水性小滴中にある、上記シリコーンエラストマーが、組成物中に、
０．１～３０重量％、好ましくは０．５～２０重量％、さらにより好ましくは１～１０重
量％の範囲の活性物質量で存在する、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　（ｉ）のシリコーンエラストマーと会合した界面活性剤が、４～１２個のオキシエチレ
ン単位を含む、ポリエチレングリコールとＣ１２～Ｃ１６脂肪酸とのポリマーから選択さ
れる、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末の粒子が、０．１μｍ～５０
０μｍ、好ましくは３μｍ～２００μｍ、さらに良好には１０μｍ～２０μｍの範囲の平
均サイズを有する球形である、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末の粒子が、ビニルジメチコン
／メチコンシルセスキオキサンクロスポリマーのＩＮＣＩ名を有する、請求項１～９のい
ずれか一項に記載の組成物。
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【請求項１１】
　シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末が、組成物中に、組成物の総
重量に対して１～２０重量％、好ましくは２～１５重量％、さらに好ましくは３～１０重
量％の範囲の含有量で存在する、請求項１～１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　アルキル（メタ）アクリレートモノマーを少なくとも含むポリマーを含有するフィラー
が、
　ポリメチルメタクリレート、特に架橋されたもの、
　メチルメタクリレートとブチルアクリレートのコポリマー、
　メチルアクリレートとエチレンのコポリマー、
　メチルメタクリレートとエチレングリコールビス（メタクリレート）の架橋コポリマー
、および
　メチルメタクリレートとエチレンビス（メタクリレート）の架橋コポリマー
から選択される、請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　アルキル（メタ）アクリレートモノマーを少なくとも含むポリマーを含有するフィラー
が、組成物中に、組成物の総重量に対して０．１～１５重量％、特に０．５～１０重量％
、さらに良好には１～５重量％の範囲の量で存在する、請求項１～１２のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項１４】
　艶消し剤、特にポリアミド粉末、多孔性シリカ微粒子、中空シリコーン樹脂半球状粒子
およびシリコーン樹脂粉末から選択される少なくとも１つの追加のフィラーを含む、請求
項１～１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　メイクアップベースまたはファンデーションであることを特徴とする、請求項１～１４
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　少なくとも下記の２の工程（ａ）および（ｂ）：
　（ａ）水性相および油性相を撹拌しながら乳化することにより、Ｗ／ＯまたはＯ／Ｗ／
Ｏエマルジョンを調製する工程、ここで外側油性相は、ポリアルキル（メタ）アクリレー
トから選択された少なくとも１つのフィラー、および少なくとも１つの、シリコーン樹脂
で被覆されたシリコーンエラストマー粉末を含有する、および
　（ｂ）外側油性相に、好ましくは水性懸濁物中の、界面活性剤と会合した形態のシリコ
ーンエラストマーを導入する工程
をこの順序で含む、請求項３～１５のいずれか一項に記載の化粧料組成物の製造方法。
【請求項１７】
　皮膚のメイクアップおよび／またはケア方法であって、請求項１～１５のいずれか一項
に記載の組成物を施与する工程を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚用のケアおよび／またはメイクアップ組成物の分野に関する。特に、本
発明は、皮膚への施与後、起伏（ｒｅｌｉｅｆ）、特に毛穴に対して平滑化効果を生じる
組成物に関する。
【０００２】
　本発明は、特に、（ｉ）９９．９重量％までのシリコーンエラストマー、および０．１
重量％～１０重量％の、特にＣ１０～Ｃ１８脂肪族アルコールのポリオキシエーテルから
選択される界面活性剤からなるコンパウンド、（ｉｉ）シリコーン樹脂で被覆されたシリ
コーンエラストマー粉末、および（ｉｉｉ）ポリアルキル（メタ）アクリレートから選択
されるフィラーを少なくとも含む化粧料組成物であって、コンパウンド（ｉ）のシリコー
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ンエラストマーが粉末（ｉｉ）と異なる、化粧料組成物に関する。
【背景技術】
【０００３】
　年齢にかかわらず、男性も女性も、皮膚、特に顔の皮膚の外観を気にする。顔の皮膚は
、シワおよび小ジワ、しみ、色素沈着過度、眼の下のくま、たるみおよび弾力の喪失の存
在によるだけでなく、拡張し目に見える毛穴の存在によっても目立たされ得る。
【０００４】
　毛穴の外観および／または見え具合（ｖｉｓｉｂｉｌｉｔｙ）は、特に、拡張した毛穴
を有する人々の場合には、彼らの出身：民族（例えば、アジア系の人々、白人系の人々）
、過剰な皮脂、加齢、引き締まりの喪失、弛み、ストレス、疲労、不適切な衛生、気候因
子などに関係なく、処置することが求められる問題である。
【０００５】
　この皮膚の欠陥は、顔、特にＴ領域（額、鼻、頬および顎）、特に鼻および頬の領域で
特に現れる。
【０００６】
　皮膚、特に毛穴に対して、艶消し効果および起伏充填効果を得ることにより、これらを
一体化し、滑らかにするために、固形粒子、特にフィラーを、ケアまたはメイクアップ組
成物に導入することは一般的に行われている。
【０００７】
　この光学的効果は、例えば、皮膚の起伏欠陥、例えば毛穴、シワおよび小ジワを隠すた
めのメイクアップベースおよびファンデーションの場合に望ましい。
【０００８】
　これらのフィラーは、「ソフトフォーカス」特性として一般に知られ、さらに起伏欠陥
を隠すことにも関与する光散乱特性をも有しうる。
【０００９】
　当業者にとって、ケアまたはメイクアップ組成物中でこれらのフィラーをシリコーンエ
ラストマーと組み合わせることにより、艶消し特性から利益を得るためのみならず、皮膚
に施与した後にフィラーを含有する膜をゲル化することも知られた手法であり、これは、
持続力および起伏欠陥の平滑化を改善することを可能にする。
【００１０】
　この組合せは、例えば、皮膚起伏欠陥、例えば毛穴、シワおよび小ジワを隠すためのメ
イクアップベースおよびファンデーションの配合物において一般に使用される。しかし、
皮膚上での不十分な施与特性となりうることが分かり、それは、平滑で均質な膜を得るこ
とを可能にしない。その後、その付着物は、施与の間に起伏欠陥に蓄積する傾向を有しう
るため、起伏欠陥を隠す代わりにそれらの見え具合を強調する。
【００１１】
　例として、シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマーと、水性懸濁物の形態
で運ばれるシリコーンエラストマーとの組合せが、仏国特許出願公開第２９０３３０６号
明細書から知られており、これは、製品に新たな弾力のあるテクスチャーおよび施与時の
爽やかな感覚を付与する。しかし、例示の製品は、ポリアルキル（メタ）アクリレートを
まったく含有せず、そして頬紅としてのみ使用される。
【００１２】
　シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマーを含有するメイクアップ組成物は
また、例えば、米国特許出願公開第２００６／２５７３４６号明細書で知られており、そ
の明細書には、シワおよび小ジワの外観および毛穴のサイズを低減するための本質的に油
不含の水性組成物が記載されており、または特開昭６１－１９４００９号公報で知られて
おり、その公報には、自然な色および水分供給の感覚的印象を付与するファンデーション
組成物が開示されている。
【００１３】
　さらに、欧州特許出願公開第１９０２７０４号明細書には、化粧料組成物、特にこれら
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の製品の感覚的印象、特に感触を改善する目的を有する水中油型エマルジョンの形態のフ
ァンデーションが開示されている。これらの組成物は、水性相中に、水性懸濁物の形態で
運ばれるシリコーンエラストマー、およびポリアルキル（メタ）アクリレートをベースと
するフィラーを含有する。これらの組成物の平滑化および／またはマスキングの質は、記
載も評価もされていない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかし、皮膚起伏、特に毛穴に対する平滑化効果を改善できる組成物の必要性が残って
いる。
【００１５】
　満足な持久力（ｓｔａｙｉｎｇ　ｐｏｗｅｒ）およびカバー力および肉眼的に粒子状で
ない外観を得るため、ならびにソフトな感触を付与する、粉状でない艶消しメイクアップ
を与えるための組成物の必要性もある。
【００１６】
　本発明による組成物は、これらの必要性を満足させることに向けられる。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　したがって、本特許出願の基礎をなす技術的問題は、皮膚に容易かつ均一に施与される
ことができ、良好に塗り広げることができ、起伏欠陥を最適に平滑化することができる組
成物を提案するものである。
【００１８】
　本発明の化粧料組成物は有利には、均質な、均一なおよび／またはソフトなメイクアッ
プ効果を与えることに向けられうる。
【００１９】
　それは、カバリング（ｃｏｖｅｒｉｎｇ）メイクアップを得ることも可能にする。
【００２０】
　出願人は、有利にかつ予想外なことに、（ｉ）界面活性剤と会合した形態のシリコーン
エラストマー、（ｉｉ）シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末および
（ｉｉｉ）フィラーの形態のポリアルキル（メタ）アクリレートの組合せ、ここで（ｉ）
のシリコーンエラストマーが粉末（ｉｉ）と異なる、が皮膚の起伏欠陥、特に毛穴に関し
て改善された平滑化特性を有するケアまたはメイクアップ製品を得ることを可能にするこ
とを見出した。
【００２１】
　この組合せを含有する組成物は、起伏欠陥における蓄積なしに、皮膚に容易にかつ均一
に施与される。
【００２２】
　本発明は、生理学的に許容される媒体中に、少なくとも１つの水性相および少なくとも
１つの油性相を含有するエマルジョンを含む化粧料組成物であって、上記油性相が、
　（ｉ）１０重量％～９９．９重量％、好ましくは５５重量％～９９．９重量％のシリコ
ーンエラストマーおよび０．１重量％～１０重量％の界面活性剤を含むコンパウンド、
　（ｉｉ）シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末、および
　（ｉｉｉ）アルキル（メタ）アクリレートモノマーを少なくとも含むポリマーを含有す
るフィラー
を少なくとも含み、コンパウンド（ｉ）は粉末（ｉｉ）と異なるところの化粧料組成物に
関する。
【００２３】
　特に、その局面の１つによれば、本発明は、生理学的に許容される媒体中に、水性相お
よび油性相を少なくとも含有するエマルジョンを含む化粧料組成物であって、上記油性相
が、
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　（ｉ）９９．９重量％までのシリコーンエラストマーおよび０．１重量％～１０重量％
の界面活性剤からなるコンパウンド、ここで上記界面活性剤は、Ｃ１０～Ｃ１８脂肪族ア
ルコールのポリオキシエーテルから選択される、
　（ｉｉ）シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末、および
　（ｉｉｉ）アルキル（メタ）アクリレートモノマーを少なくとも含むポリマーを含有す
るフィラー
を少なくとも含み、コンパウンド（ｉ）のシリコーンエラストマーは粉末（ｉｉ）と異な
るところの化粧料組成物に関する。
【００２４】
　その局面の別の１つによれば、本発明は、生理学的に許容される媒体中に、水性相およ
び油性相を少なくとも含有するエマルジョンを含む化粧料組成物であって、上記油性相が
、
　（ｉ）界面活性剤と会合した形態で存在するシリコーンエラストマー、
　（ｉｉ）シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末、および
　（ｉｉｉ）アルキル（メタ）アクリレートモノマーを少なくとも含むポリマーを含有す
るフィラー
を少なくとも含み、（ｉ）のシリコーンエラストマーは粉末（ｉｉ）と異なるところの化
粧料組成物に関する。
【００２５】
　（ｉ）の界面活性剤と会合したシリコーンエラストマーは、好ましくは、水性懸濁物の
形態で運ばれる。
【００２６】
　本発明によるエマルジョンは、Ｗ／ＯもしくはＯ／Ｗエマルジョン、あるいはＷ／Ｏ／
ＷまたはＯ／Ｗ／Ｏ三層エマルジョンであり得る。
【００２７】
　有利には、エマルジョンは、Ｗ／ＯまたはＯ／Ｗ／Ｏエマルジョンである。
【００２８】
　本発明の主題はまた、本発明による組成物を施与する工程を含む、皮膚のメイクアップ
および／またはケアを行う方法である。
【００２９】
　用語「皮膚」は、口唇を含めた体の皮膚の全て、好ましくは顔、首およびネックライン
の皮膚を意味することが意図される。
【００３０】
　本発明はまた、本発明に従う組成物を製造する方法に関し、上記方法は、少なくとも下
記の２の工程（ａ）および（ｂ）：
（ａ）水性相および油性相を撹拌しながら乳化することにより、Ｗ／ＯまたはＯ／Ｗ／Ｏ
エマルジョン、特にＷ／Ｏエマルジョンを調製する工程、ここで外側油性相は、ポリアル
キル（メタ）アクリレートから選択された少なくとも１つのフィラー、および少なくとも
１つの、シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末を含有する、および
（ｂ）外側油性相に、好ましくは水性懸濁物中の、界面活性剤と会合した形態のシリコー
ンエラストマーを導入する工程
をこの順序で含む。
【００３１】
　有利には、本発明による組成物は、外側油性相を含むエマルジョンを含み、油性相はシ
リコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末およびポリアルキル（メタ）アク
リレートを含有する。
【００３２】
　好ましくは水性懸濁物の形態で運ばれるシリコーンエラストマーは、乳化の後にエマル
ジョンの外側油性相に導入されるのが好ましい。
【発明の効果】
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【００３３】
　なんら理論に縛られることを望まないが、好ましくは水性懸濁物中のシリコーンエラス
トマーを、好ましくは外側層である油性相に導入することが、それが水性相中にあるとこ
ろの先行技術の組成物において観察されるものと比べてその活性を改善することを可能に
すると思われる。
【００３４】
　本発明による組成物は、特に均質性、艶消し性、粉状でない外観、柔らかさ、べとべと
しない外観、平滑な外観、毛穴のマスキング、および施与における快適さに関して特に有
利な感覚効果を有する。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
好ましくは分散した水性小滴中にシリコーンエラストマーを含む組成物
　本発明の組成物は、（ｉ）１つまたは複数の界面活性剤と会合した形態で存在するシリ
コーンエラストマーを少なくとも含む。特に、シリコーンエラストマーの１つまたは複数
の界面活性剤との会合により形成されるコンパウンドは、９０重量％～９９．９重量％の
シリコーンエラストマーおよび０．１重量％～１０重量％の界面活性剤からなる。
【００３６】
　特定の実施形態によれば、（ｉ）のシリコーンエラストマーおよび界面活性剤は、３０
～１０００の範囲のエラストマー／界面活性剤の乾燥重量比で会合されている。
【００３７】
　表現「と会合した形態」により、シリコーンエラストマーと、それと組み合わせられた
界面活性剤が、本発明の組成物の油性相中で別個に存在しないで、互いに密接に会合され
ていることが意味される。それらは、本発明の意味に従う、いわゆる「コンパウンド（ｉ
）」内で会合されている。
【００３８】
　例えば、上記シリコーンエラストマーと界面活性剤との会合は、シリコーンエラストマ
ーと界面活性剤の間の一種の捕捉形態、例えば、シリコーンエラストマーを形成するため
のエマルジョン重合方法の終了時に得ることができるもの、およびそのように形成された
シリコーンエラストマー粒子と、上記重合反応を行うために使用された界面活性剤を会合
することによって表されうる。
【００３９】
　特定の実施形態によれば、得られたシリコーンエラストマー粒子の水性分散物は、乾燥
工程に付されて、界面活性剤が捕捉されているところのシリコーンエラストマー粒子の粉
末メイクアップを得ることができる。
【００４０】
　シリコーンエラストマーと界面活性剤とのこのような組合せはまた、これらの製品のＩ
ＮＣＩ名で示されるように、水性懸濁物の形態でまたは乾燥形態（粉末）で販売されてい
るいくつかのシリコーンエラストマーで存在する。例えば、Ｇｒａｎｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒ
ｉｅｓ社によりＧｒａｎｓｉｌ　ＥＰ－ＬＳの名称で市販されている乾燥粉末は、以下の
ＩＮＣＩ名：「ポリシリコーン－１１（および）ラウレス－１２」を有し、この名称は、
シリコーンエラストマー（ポリシリコーン－１１）と界面活性剤（ラウレス－１２）との
の会合形態を示す。他の例は、下に示される。
【００４１】
　第１の実施形態の変形形態によれば、本発明の組成物は、界面活性剤と会合したシリコ
ーンエラストマーの水性懸濁物の油性相への導入から製造される。したがって、得られる
組成物は、油性相中に分散した水性小滴中の界面活性剤と会合したシリコーンエラストマ
ーを含む。
【００４２】
　別の実施形態の変形形態によれば、本発明による組成物は、界面活性剤と会合したシリ
コーンエラストマー粒子の粉末の油性相への導入から製造される。したがって、得られる
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組成物の油性相は、界面活性剤と会合したシリコーンエラストマーの分散した粒子を含む
。
【００４３】
　両方の実施形態の変形形態について、シリコーンエラストマーが油性相に水性懸濁物の
形態で導入されても乾燥形態（粉末）で導入されても、シリコーンエラストマーおよび界
面活性剤は、本発明による最終組成物の油性相中で密接に会合されているままであろう。
【００４４】
　本発明によるシリコーンエラストマーと会合した界面活性剤は、陽イオン性、陰イオン
性、両性または非イオン性でありえ、好ましくは非イオン性である。
【００４５】
　好ましい非イオン性界面活性剤は、ポリオキシアルキレン化アルキルエーテル、ポリオ
キシアルキレン化ソルビタンエステル、ポリオキシアルキレン化エステル、ポリオキシア
ルキレン化アルキルフェニルエーテル、エトキシル化アミド、エトキシル化シロキサンお
よびプロピレンオキシドとエチレンオキシドとのブロックコポリマーである。
【００４６】
　シリコーンエラストマーと会合した非イオン性界面活性剤として、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒ
ｂｉｄｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｄａｎｂｕｒｙ，　Ｃｏｎｎ．）からＴｅｒｇｉｔ
ｏｌ（登録商標）ＴＭＮ－６、Ｔｅｒｇｉｔｏｌ（登録商標）１５Ｓ４０、Ｔｅｒｇｉｔ
ｏｌ（登録商標）１５Ｓ３、Ｔｅｒｇｉｔｏｌ（登録商標）１５Ｓ５およびＴｅｒｇｉｔ
ｏｌ（登録商標）１５Ｓ７の名称で、ならびにＩＣＩ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｗｉｌｍｉ
ｎｇｔｏｎ，　Ｄｅｌ．）からＢｒｉｊ　３０およびＢｒｉｊ　３５の名称で；Ｒｏｈｍ
　＆　Ｈａａｓ（Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，　Ｐｅｎｎ．）からＴｒｉｔｏｎ（登録商
標）Ｘ４０５の名称で；Ｓｔｅｐａｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｎｏｒｔｈｆｉｅｌｄ，　Ｉｌ
ｌ．）からＭａｋｏｎ　１０の名称で；Ａｋｚｏ　Ｉｎｃ．（Ｃｈｉｃａｇｏ，　Ｉｌｌ
．）からＥｔｈｏｍｉｄ　Ｏ／１７の名称で；ならびにＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎ（Ｐａｒｓｉｐｐａｎｙ，　Ｎ．Ｊ．）からＰｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）Ｆ３８の名
称で販売されている界面活性剤が挙げられうる。
【００４７】
　上記非イオン性界面活性剤は、好ましくはＣ１０～Ｃ１８脂肪族アルキルポリオキシエ
ーテル、すなわちポリエチレングリコール（ＰＥＧ）とＣ１０～Ｃ１８脂肪酸のポリマー
であり、好ましくは、４～１２個のＯＥ（オキシエチレン）単位を含む、ポリエチレング
リコール（ＰＥＧ）とＣ１２～Ｃ１６脂肪酸のポリマーである。特に挙げられうる非イオ
ン性界面活性剤の例としては、ラウレス－４、ラウレス－１２およびＣ１２－Ｃ１４　パ
レス－１２が挙げられる。
【００４８】
　上記される通り、界面活性剤と会合したシリコーンエラストマーは、水性懸濁物の形態
または粉末形態で導入されうる。その際、粉末は、シリコーンエラストマーおよび界面活
性剤からなる。
【００４９】
　本発明による組成物の油性相中に分散されるシリコーンエラストマーの水性懸濁物は、
１つまたは複数のシリコーンエラストマー、１つまたは複数の界面活性剤、水および任意
的にポリオールを含有する。
【００５０】
　本発明の好ましい形式によれば、界面活性剤と会合したシリコーンエラストマーは、水
性懸濁物の形態で油性相中に導入される。
【００５１】
　本発明による組成物の製造のために使用される水性懸濁物の形態で運ばれるシリコーン
エラストマー、言い換えると、本発明による最終組成物中の分散した水性小滴中に存在す
るシリコーンエラストマーは、部分的にまたは全体的に架橋されたオルガノポリシロキサ
ンエラストマー粒子である。
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【００５２】
　用語「エラストマー」は、粘弾特性および特にスポンジまたはしなやかな球のコンシス
テンシーを有するしなやかで変形可能な材料を意味する。このエラストマーは、高分子量
のポリマー鎖から形成され、その流動性は、架橋点の均一なネットワークにより制限され
る。
【００５３】
　本発明による組成物で使用されるオルガノポリシロキサンエラストマーは、部分的にま
たは全体的に架橋され、三次元構造のものである。それらは、特に、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉ
ｎｇからの米国特許第５９２８６６０号明細書に記載された架橋ポリマーから選択されう
る。
【００５４】
　上記特許によれば、架橋オルガノポリシロキサンエラストマーは、触媒、特に白金型の
触媒の存在下での、少なくとも
　（ａ）１分子当たり、少なくとも２つのビニル基をシリコーン鎖のα－ω位置に含有す
るオルガノポリシロキサン（ｉ）、および
　（ｂ）１分子当たり、ケイ素原子に連結した少なくとも１つの水素原子を含有するオル
ガノシロキサン（ｉｉ）
の付加・架橋反応を介して得られる。
【００５５】
　水性分散物は、特に以下の工程：
　（ａ）１分子当たり、少なくとも２つのビニル基をシリコーン鎖のα－ω位置に含有す
るオルガノポリシロキサン（ｉ）および１分子当たり、ケイ素原子に連結した少なくとも
１つの水素原子を含有するオルガノシロキサン（ｉｉ）を混合する工程；
　（ｂ）触媒、特に白金型の触媒を添加する工程；
　（ｃ）乳化剤を含有する水性相を添加して、エマルジョンを形成する工程；
　（ｄ）触媒の存在下で、エマルジョン中のオルガノポリシロキサン（ｉ）とオルガノシ
ロキサン（ｉｉ）を重合する工程
により得られうる。
【００５６】
　特に、オルガノポリシロキサン（ｉ）は、α，ω－ジメチルビニルポリジメチルシロキ
サンから選択される。
【００５７】
　シリコーンエラストマーのこれらの水性懸濁物を製造する方法の詳細な説明については
、例えば、Ｌ’Ｏｒｅａｌの仏国特許出願公開第２８００６０５号明細書が参照され得る
。
【００５８】
　オルガノポリシロキサンエラストマー粒子は、０．１μｍ～５００μｍ、さらに良好に
は３μｍ～２００μｍの範囲のサイズを有する。これらの粒子は、球状、平坦または不定
形でありえ、好ましくは、球状のものである。
【００５９】
　さらに、これらのオルガノシロキサンエラストマー粒子は、水性懸濁物中で、脂質物質
、特に油と会合されうる。
【００６０】
　本発明の組成物の製造のために使用されるオルガノポリシロキサン粒子の水性懸濁物は
、例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によりＢＹ　２９－１１９、ＢＹ　２９－１２２、
ＢＹ　２９－１２９およびＤＣ　９５０９の名称で販売されているものであり、そのＵＳ
　ＩＮＣＩ名は、ジメチコン／ビニルジメチコンクロスポリマーおよびＣ１２－Ｃ１４　
パレス－１２である。
【００６１】
　これらの懸濁物は、組成物の総重量に対して約６３重量％のオルガノポリシロキサンエ
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ラストマー粒子（したがって、約６３％の活性物質）を含む。
【００６２】
　Ｇｒａｎｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社により販売されている参照記号Ｇｒａｎｓｉｌ　
ＬＴＸも挙げられうる。そのＩＮＣＩ名は、シクロペンタシロキサン（および）ポリシリ
コーン－１１（および）水（および）ラウレス－４であり、オルガノポリシロキサンエラ
ストマー粒子の含有量は、１４％と２０％との間である。
【００６３】
　最後に、Ｇｒａｎｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社により販売されている参照記号Ｇｒａｎ
ｓｉｌ　ＥＰ－９も挙げられうる。そのＩＮＣＩ名は、ポリシリコーン－１１（および）
水（および）ラウレス－１２（および）フェノキシエタノール（および）エチルヘキシル
グリセリンであり、不揮発性物質の含有量は５９％と６２％との間である。
【００６４】
　粉末形態のシリコーンエラストマーとして、Ｇｒａｎｔ　ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社によ
り販売されているＧｒａｎｓｉｌ　ＥＰ－ＬＳが挙げられうる。そのＩＮＣＩ名は、ポリ
シリコーン－１１（および）ラウレス－１２である。
【００６５】
　好ましくは分散した水性小滴中のシリコーンエラストマーは、本発明の組成物中に、０
．１重量％～３０重量％、好ましくは０．５重量％～２０重量％、さらにいっそう好まし
くは１重量％～１０重量％の範囲の活性物質量で存在する。
【００６６】
シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末
　本発明の組成物は、シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマーの粒子を少な
くとも含む。
【００６７】
　オルガノポリシロキサンエラストマーとしても知られるシリコーンエラストマーは、有
利には架橋されており、そして特に白金触媒の存在下での、ケイ素に結合した少なくとも
１つの水素を含有するジオルガノポリシロキサンと、ケイ素に結合したエチレン性不飽和
基を含有するジオルガノポリシロキサンの架橋付加反応を介して；または、特に有機スズ
化合物の存在下での、ヒドロキシル末端ジオルガノポリシロキサンと、ケイ素に結合した
少なくとも１つの水素を含有するジオルガノポリシロキサンとの間の脱水素架橋縮合反応
を介して；または、ヒドロキシル末端ジオルガノポリシロキサンと加水分解可能なオルガ
ノポリシランとの架橋縮合反応を介して；または、特にオルガノペルオキシド触媒の存在
下での、オルガノポリシロキサンの熱架橋を介して；または、高エネルギー放射、例えば
ガンマ線、紫外線または電子ビームによるオルガノポリシロキサンの架橋を介して得られ
うる。
【００６８】
　好ましくは、エラストマー状架橋オルガノポリシロキサンは、例えば、欧州特許出願公
開第２９５８８６号明細書に記載されているように、特に白金触媒（Ｃ２）の存在下での
、各々がケイ素に結合された少なくとも２つの水素を含有するジオルガノポリシロキサン
（Ａ２）とケイ素に結合した少なくとも２つのエチレン性不飽和基を含有するジオルガノ
ポリシロキサン（Ｂ２）の架橋付加反応により得られる。
【００６９】
　特に、オルガノポリシロキサンは、白金触媒の存在下での、ジメチルビニルシロキシ末
端ジメチルポリシロキサンとトリメチルシロキシ末端メチルヒドロポリシロキサンの反応
により得られうる。
【００７０】
　オルガノポリシロキサンエラストマー粉末は、シリコーン樹脂で被覆される。
【００７１】
　好ましい実施形態によれば、シリコーン樹脂は、例えば、米国特許第５５３８７９３号
明細書に記載されているように、シルセスキオキサン樹脂でありうる。上記特許の内容は
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、参照により本明細書に組み込まれる。
【００７２】
　シリコーンエラストマー粉末の粒子は、０．１μｍ～５００μｍ、好ましくは３μｍ～
２００μｍ、さらに良好には１０μｍ～２０μｍの範囲の平均サイズを有する球形である
のが好ましい。
【００７３】
　それらは、８０以下（特に５～８０の範囲）、好ましくは６５以下（特に５～６５の範
囲）のＪＩＳ－Ａ硬度を有しうる。ＪＩＳ－Ａ硬度は、日本工業標準調査会により確立さ
れた方法ＪＩＳ　Ｋ　６３０１（１９９５）により測定される。
【００７４】
　本発明により使用されるシリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末は、
特に、特開昭６１－１９４００９号公報、欧州特許出願公開第２４２２１９号明細書、欧
州特許出願公開第２９５８８６号明細書および欧州特許出願公開第７６５６５６号明細書
に記載されている。
【００７５】
　このようなシリコーン樹脂で被覆されたエラストマー粉末は、特に、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓ
ｕ社によりＫＳＰ－１００、ＫＳＰ－１０１、ＫＳＰ－１０２、ＫＳＰ－１０３、ＫＳＰ
－１０４およびＫＳＰ－１０５の名称で販売されており、ビニルジメチコン／メチコンシ
ルセスキオキサンクロスポリマーのＩＮＣＩ名を有する。
【００７６】
　シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末は、組成物中に、上記組成物
の総重量に対して１重量％～２０重量％、好ましくは２重量％～１５重量％、さらに良好
には３重量％～１０重量％の範囲の含有量で存在しうる。
【００７７】
ポリアルキル（メタ）アクリレート
　本発明の組成物は、少なくとも１つの、ポリアルキル（メタ）アクリレートをベースに
したフィラー、すなわち、アルキル（メタ）アクリレートモノマーを少なくとも含むポリ
マーを含有するフィラーを含む。
【００７８】
　用語「ポリアルキル（メタ）アクリレートをベースにしたフィラー」は、ホモポリマー
またはコポリマーの形態の、アルキル（メタ）アクリレートの重合により得られるフィラ
ーを意味する。
【００７９】
例として、アルキル（メタ）アクリレートモノマーを少なくとも含むポリマーを含有する
フィラーは、
　ポリメチルメタクリレート、特に架橋されたもの、
　メチルメタクリレートとブチルアクリレートのコポリマー、
　メチルアクリレートとエチレンのコポリマー、
　メチルメタクリレートとエチレングリコールビス（メタクリレート）の架橋コポリマー
、ならびに
　メチルメタクリレートとエチレンビス（メタクリレート）の架橋コポリマー
から選択される。
【００８０】
　特に、以下が挙げられ得る。
　Ｎｉｈｏｎ　Ｊｕｎｙａｋｕ社によりＳＪ　Ｔｏｕｃｈ　１の名称で販売されているポ
リメチルメタクリレート、
　ＳＥＰＰＩＣ社によりＳｅｐｉｐｒｅｓｓ　Ｍの名称で販売されているメチルメタクリ
レート／ブチルアクリレートコポリマー、
　Ｋｏｂｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｉｎｃ．社によりＥＭＡＡの名称で販売されているメチ
ルアクリレート／エチレンコポリマー、
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　Ｇａｎｚ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社によりＧａｎｚｐｅａｒｌ　ＧＭＰ　０８２０の名称で
、Ｓｅｋｉｓｕｉ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ社によりＴｅｃｈｐｏｌｙｍｅｒ　ＭＢＰ－８の名
称で、またはＳｕｎｊｉｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社によりＳｕｎＰＭＭＡ－Ｓの名称で販売
されているメチルメタクリレート／エチレングリコールビス（メタクリレート）架橋コポ
リマー、
　Ｇａｎｚ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社によりＧａｎｚｐｅａｒｌ　ＰＭ　０３０の名称で販売
されているメチルメタクリレート／エチレンビス（メタクリレート）架橋コポリマー、
　ＬＣ　Ｗａｃｋｈｅｒｒ社によりＣｏｖａｂｅａｄ　ＬＨ　８５の名称で販売されてい
る架橋ポリメチルメタクリレート。
【００８１】
　架橋ポリマーからなるフィラーが優先的である。
【００８２】
　本発明のフィラーは一般的に、中空のまたは充填された白色球状粒子の形態であり、そ
の数平均サイズが、一般にマイクロメートルスケールであり、特に３ミクロン～２０ミク
ロンの範囲にあり、一般に７ミクロン～１５ミクロンである。用語「数平均サイズ」は、
その集団の半分についての統計学的粒子サイズ分布によって付与される寸法を意味し、Ｄ
５０と称される。
【００８３】
　本発明のフィラーは、組成物中に、組成物の総重量に対して０．１重量％～１５重量％
、特に０．５重量％～１０重量％、特に、１重量％～５重量％の範囲の量で存在しうる。
【００８４】
油性相
　本発明による組成物は、少なくとも１つの油性相、有利には外側油性相を含む。
【００８５】
　油性相は、少なくとも１つの油を含有する。油性相はまた、他の脂質物質を含有しうる
。
【００８６】
　本発明の組成物で使用されることができる油として、例えば、以下が挙げられ得る。
　動物起源の炭化水素油、例えばパーヒドロスクアレン；
　植物起源の炭化水素油、例えば４個～１０個の炭素原子を有する脂肪酸の液体トリグリ
セリド、例えばヘプタン酸またはオクタン酸トリグリセリド、あるいは、例えば、ヒマワ
リ油、トウモロコシ油、大豆油、キューカンバオイル、グレープシード油、ゴマ種子油、
ヘーゼルナッツ油、アプリコット油、マカダミア油、アララオイル（ａｒａｒａ　ｏｉｌ
）、ひまし油、アボカド油、カプリル酸／カプリン酸トリグリセリド、例えばＳｔｅａｒ
ｉｎｅｒｉｅｓ　Ｄｕｂｏｉｓにより販売されているもの、またはＤｙｎａｍｉｔ　Ｎｏ
ｂｅｌによりＭｉｇｌｙｏｌ　８１０、８１２および８１８の名称で販売されているもの
、ホホバ油およびシアバター油；
　特に脂肪酸の、合成エステルおよびエーテル、例えば式Ｒ１ＣＯＯＲ２およびＲ１ＯＲ
２（式中、Ｒ１は、８～２９個の炭素原子を含有する脂肪酸残基を表し、Ｒ２は、３～３
０個の炭素原子を含有する分岐状または非分岐状の炭化水素ベースの鎖を表す）の油、例
えば、プルセリン油（ｐｕｒｃｅｌｌｉｎ　ｏｉｌ）、イソノニルイソノナノエート、ミ
リスチン酸イソプロピル、パルミチン酸２－エチルヘキシル、ステアリン酸２－オクチル
ドデシル、エルカ酸２－オクチルドデシルまたはイソステアリン酸イソステアリル；ヒド
ロキシル化エステル、例えば、乳酸イソステアリル、ヒドロキシステアリン酸オクチル、
ヒドロキシステアリン酸オクチルドデシル、リンゴ酸ジイソステアリル、クエン酸トリイ
ソセチル、および脂肪族アルキルヘプタノエート、オクタノエートおよびデカノエート；
ポリオールエステル、例えば、プロピレングリコールジオクタノエート、ネオペンチルグ
リコールジヘプタノエートおよびジエチレングリコールジイソノナノエート；およびペン
タエリスリトールエステル、例えば、ペンタエリスリチルテトライソステアレート；
　鉱物または合成起源の直鎖状または分岐状炭化水素、例えば揮発性または不揮発性の液
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体パラフィン、およびその誘導体、ワセリン、ポリデセン、および水素化ポリイソブテン
、例えばパルリームオイル（Ｐａｒｌｅａｍ　ｏｉｌ）；
　８～２６個の炭素原子を有する脂肪族アルコール、例えば、セチルアルコール、ステア
リルアルコールおよびそれらの混合物（セテアリルアルコール）、オクチルドデカノール
、２－ブチルオクタノール、２－ヘキシルデカノール、２－ウンデシルペンタデカノール
、オレイルアルコールまたはリノレイルアルコール；
　部分的に炭化水素ベースのおよび／またはシリコーンベースのフッ素油、例えば特開平
２－２９５９１２号公報に記載されたもの；
　シリコーン油、例えば、室温で液体またはペースト状である、直鎖状または環状シリコ
ーン鎖を有する揮発性または不揮発性ポリメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、特にシクロポ
リジメチルシロキサン（シクロメチコン）、例えばシクロヘキサシロキサン；シリコーン
鎖のペンダントであるまたはシリコーン鎖の末端にある、２～２４個の炭素原子を含有す
るアルキル、アルコキシまたはフェニル基を含むポリジメチルシロキサン；フェニルシリ
コーン、例えばフェニルトリメチコン、フェニルジメチコン、フェニルトリメチルシロキ
シジフェニルシロキサン、ジフェニルジメチコン、ジフェニルメチルジフェニルトリシロ
キサンまたは２－フェニルエチルトリメチルシロキシシリケート、およびポリメチルフェ
ニルシロキサン；
　それらの混合物。
【００８７】
　上述の油の列挙で、用語「炭化水素油」は、主に炭素および水素原子、ならびに任意的
にエステル、エーテル、フルオロ、カルボン酸および／またはアルコール基を含む任意の
油を意味すると理解される。
【００８８】
　好ましくは、本発明による組成物の油性相は、シリコーン油を含むか、さらにはシリコ
ーン油からなる。
【００８９】
　油性相の比率は、組成物の総重量に対して１０重量％～９０重量％、好ましくは２０重
量％～８０重量％の範囲にありうる。
【００９０】
　油性相中に存在しうる他の構成成分は、例えば脂肪酸、ワックス、シリコーン樹脂およ
びシリコーンエラストマーである。
【００９１】
　これらの構成成分は、例えばコンシステンシーまたはテクスチャーに関して所望の特性
を有する組成物を製造するために、当業者によって様々なやり方で選択されうる。
【００９２】
水性相
　本発明によるエマルジョンは、少なくとも１つの水性相を含む。
【００９３】
　水性相は、水を含む。水は、フローラルウォーター、例えばヤグルマギクウォーターお
よび／またはミネラルウォーター、例えばＶｉｔｔｅｌウォーター、Ｌｕｃａｓウォータ
ーまたはＬａ　Ｒｏｃｈｅ　Ｐｏｓａｙウォーターおよび／または湧水でありうる。
【００９４】
　水は、本発明による組成物中に、組成物の総重量に対して５重量％～８０重量％の範囲
の、好ましくは１０重量％～７０重量％の範囲の、さらに好ましくは２０重量％～６０重
量％の範囲の含有量で存在しうる。
【００９５】
　水性相はまた、水と混和性（２５℃で）である有機溶媒、例えば一級アルコール、例え
ばエタノールおよびイソプロパノール、ポリオール、例えばグリセロール、プロピレング
リコール、ブチレングリコール、ジプロピレングリコール、ジエチレングリコール、グリ
コールエーテルおよびモノ、ジもしくはトリプロピレングリコールのまたはモノ、ジもし
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くはトリエチレングリコールのＣ１～Ｃ４アルキルエーテル、ならびにそれらの混合物を
含みうる。
【００９６】
　水性相の比率は、組成物の総重量に対して５重量％～８５重量％、好ましくは２０重量
％～７０重量％の範囲にありうる。
【００９７】
乳化剤
　エマルジョンは一般に、単独でまたは混合物として使用される両性、陰イオン性、陽イ
オン性および非イオン性乳化剤から選択される少なくとも１つの乳化剤、ならびに任意的
に共乳化剤を含有する。乳化剤および共乳化剤は一般に、組成物中に、組成物の総重量に
対して０．３重量％～３０重量％、好ましくは０．５重量％～２０重量％の範囲にある比
率で存在する。
【００９８】
　Ｗ／Ｏエマルジョンについては、挙げられうる乳化剤の例としては、ジメチコンコポリ
オール、例えばＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によりＤＣ　５２２５　Ｃの名称で販売されて
いるシクロメチコンとジメチコンコポリオールの混合物、およびアルキルメチコンコポリ
オール、例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によりＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　５２００　
Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ　Ａｉｄの名称で販売されているラウリルメチコンコポリオール
、およびＧｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ社によりＡｂｉｌ　ＥＭ　９０（登録商標）の名称で販
売されているセチルジメチコンコポリオールが挙げられる。
【００９９】
　少なくとも１つのオキシアルキレン基を含む架橋エラストマー状固体オルガノポリシロ
キサン、例えば米国特許第５４１２００４号明細書の実施例３、４および８および米国特
許第５８１１４８７号明細書の実施例の手順により得られるもの、特に米国特許第５４１
２００４号明細書の実施例３（合成例）の生成物、例えばＳｈｉｎ－Ｅｔｓｕ社により参
照記号ＫＳＧ　２１で販売されている製品も、Ｗ／Ｏエマルジョン用の界面活性剤として
使用されうる。
【０１００】
　好ましい別の変形形態によれば、シリコーン界面活性剤は、シリコーン側鎖および親水
性側鎖を含む化学構造を有し、その一般式は下記の通りであり：
【０１０１】
【化１】

　ａは、１．０以上かつ２．５以下であり、
　ｂは、０．００１以上かつ１．５以下であり、
　ｃは、０．００１以上かつ１．５以下であり、
　Ｒ１は、１～１０個の炭素原子を含むアルキル基であり、Ｒ１は、好ましくはメチル基
であり、
　Ｒ２は、－ＣｍＨ２ｍ－Ｏ－Ｘにより表されうる親水性基であり、
ｍは、０より大きくかつ２０以下であり、
Ｘは［Ｃ２Ｈ４Ｏ］ｄ［Ｃ３Ｈ６Ｏ］ｅＲ４であり、
ｄは２以上かつ２００以下であり、
ｅは０以上かつ２００以下であり、
Ｒ４は、水素原子または１～１０個の炭素原子のアルキル基であり、好ましくは水素原子
であり、
　Ｒ３は、－ＣｇＨ２ｇ－（ＳｉＲ２Ｏ）ｈ－ＳｉＲ３により表されうるシリコーン基で
あり、
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ｇは、１以上かつ５以下であり、
ｈは、１以上かつ５００以下であり、好ましくは１以上かつ５０以下であり、
Ｒは、１～１０個の炭素原子のアルキル基である。
【０１０２】
　このシリコーン界面活性剤の分子量は、５００ｇｍｏｌ－１と２０００００ｇｍｏｌ－

１の間である。
【０１０３】
　挙げられうる例は、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ社により参照記号ＫＦ　６０２８で販売されて
いるＰＥＧ－９ポリジメチルシロキシエチルジメチコンである。
【０１０４】
　さらに別の好ましい変形形態によれば、シリコーン界面活性剤は、以下の一般式（Ｉ）
の、主鎖の両末端に親水性鎖を含む（α－ω置換）化学構造によって特徴づけられうる。
【０１０５】
【化２】

式中、Ｒ＝－（ＣＨ２）ｐＯ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｘ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｙＲ１であり、
Ｒ１は、Ｈ、ＣＨ３またはＣＨ２ＣＨ３を表し、
ｐは、１～５の範囲の整数であり、ｘは、１～１００であり、ｙは、０～５０であり、
単位（Ｃ２Ｈ４Ｏ）および（Ｃ３Ｈ６Ｏ）はランダムにまたはブロックで分布し得、
Ｒ２基は、Ｃ１－Ｃ３アルキル基またはフェニル基を表し、
５≦ｍ≦３００である。
【０１０６】
　好ましくは、本発明により使用されるα－ω－置換オキシアルキレン化シリコーンは、
一般式（Ｉ）に対応し、ここで全てのＲ２基は、メチル基であり、
　ｐは、２～４の範囲にあり、
　ｘは、３～１００の範囲にあり、
　ｍは、５０～２００の範囲にある。
【０１０７】
　さらに好ましくは、Ｒの平均分子量は、８００～２，６００の範囲にある。
【０１０８】
　好ましくは、Ｃ２Ｈ４Ｏ単位とＣ３Ｈ６Ｏ単位との重量比は、１００／１０～２０／８
０範囲である。有利には、この比は、ほぼ４２／５８である。
【０１０９】
　さらに好ましくは、Ｒ１は、メチル基である。
【０１１０】
　いっそうさらに好ましくは、シリコーン界面活性剤は、以下の式：
【０１１１】
【化３】
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（式中、ｍ＝１００であり、Ｒ＝（ＣＨ２）３－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｘ－（Ｃ３Ｈ６Ｏ）

ｙ－ＣＨ３であり、ここでｘは、３～１００の範囲にあり、ｙは、１～５０の範囲にあり
、Ｃ２Ｈ４Ｏの数とＣ３Ｈ６Ｏの数との重量比は、ほぼ４２／５８であり、Ｒの平均分子
量は、８００～１，０００の範囲にある）
のα－ω－置換オキシアルキレン化シリコーンでありうる。
【０１１２】
　乳化剤として本発明により使用されることができるα－ω－置換オキシアルキレン化シ
リコーンの全てまたは一部を含有しうる市販製品の中で、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈ
ｍｉｄｔ社によりＡｂｉｌ　ＥＭ　９７およびＡｂｉｌ　ＥＭ　９７　Ｓ、またはＳｈｉ
ｎ－Ｅｔｓｕ社によりＫＦ　６００９、Ｘ２２－４３５０、Ｘ２２－４３４９もしくはＫ
Ｆ　６００８の名称で販売されているものが特に挙げられうる。
【０１１３】
　本発明の第３の好ましい変形形態によれば、界面活性剤は、ポリグリセロールと、（ｉ
）２～５個のポリグリセロール単位（好ましくは４単位）を有する、ポリヒドロキシステ
アリン酸、（ｉｉ）４～１４個の炭素原子を含有する直鎖状または分岐状の脂肪族ジカル
ボン酸（好ましくはセバシン酸）、および（ｉｉｉ）１６～２０個の炭素原子を含有する
飽和または不飽和の、直鎖状または分岐状の脂肪酸（好ましくはイソステアリン酸）との
混合物のエステル化から結果する、炭化水素ベースの化合物である。
【０１１４】
　ポリグリセロールのポリヒドロキシステアリン酸エステルの好ましい例としては、下記
式のポリグリセリル－４ジイソステアレートポリヒドロキシステアレートセバケートが挙
げられうる。
【０１１５】
【化４】

式中、ＰＨＳは、ポリヒドロキシステアリン酸を意味し、ＩＳは、イソステアリン酸を意
味する。
【０１１６】
　このような化合物は、米国特許出願公開第２００５／００３１５８０号明細書に従って
製造され、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ社によりＩｓｏｌａｎ　ＧＰＳの名称
で販売されている。
【０１１７】
　本発明によれば、界面活性剤は、組成物中に、組成物の総重量に対して、０．１重量％
～１５重量％、好ましくは、１％～１２重量％、さらにいっそう好ましくは２重量％～６
重量％の範囲にありうる含有量で存在する。
【０１１８】
　Ｏ／Ｗエマルジョンについて、挙げられうる乳化剤の例としては、非イオン性乳化剤、
例えばグリセロールのオキシアルキレン化（特に、ポリオキシエチレン化）脂肪酸エステ
ル；ソルビタンのオキシアルキレン化脂肪酸エステル；オキシアルキレン化（オキシエチ
レン化および／またはオキシプロピレン化）脂肪酸エステル；オキシアルキレン化（オキ
シエチレン化および／またはオキシプロピレン化）脂肪族アルキルエーテル；糖エステル
、例えばステアリン酸スクロース；およびそれらの混合物、例えばステアリン酸グリセリ
ルとＰＥＧ－４０ステアレートとの混合物が挙げられる。
【０１１９】
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添加剤
　公知の方法で、本発明の化粧料組成物はまた、化粧料において一般的であるアジュバン
ト、例えば親水性または親油性ゲル化剤、保存剤、溶媒、芳香剤、フィラー、ＵＶスクリ
ーニング剤、殺菌剤、臭気吸収材、染料、植物抽出物、塩、抗酸化剤、塩基性剤（ｂａｓ
ｉｃ　ａｇｅｎｔ）、酸または非イオン性、陰イオン性もしくは陽イオン性の界面活性剤
を含有しうる。
【０１２０】
　これらの種々のアジュバントの量は、考慮中の分野で慣用的に使用されるもの、例えば
、組成物の総重量の０．０１％～２０％である。それらの性質に依存して、これらのアジ
ュバントは、脂肪相に、水性相におよび／または脂質小胞に導入されうる。
【０１２１】
染料
　本発明による組成物はまた、少なくとも１つの染料を含みうる。
【０１２２】
　このような染料は、例えば、水溶性または水不溶性の、脂溶性または非脂溶性の、有機
または鉱物の染料、特に化粧料組成物において慣用的に使用されるタイプ、例えば顔料ま
たは真珠層、光学的効果を有する物質、およびそれらの混合物から選択されうる。
【０１２３】
　染料は、組成物の総重量に対して０．０１重量％～４０重量％、特に０．５重量％～２
５重量％、さらに１重量％～１５重量％の比率で存在しうる。
【０１２４】
　用語「顔料」は、白色のまたは着色された、無機（鉱物）または有機の粒子を意味する
と理解されるべきであり、それは、得られる膜を着色することが意図される。
【０１２５】
　本発明で使用されうる無機顔料としては、酸化チタン、酸化ジルコニウムまたは酸化セ
リウム、さらに酸化亜鉛、酸化鉄または酸化クロム、フェリックブルー（ｆｅｒｒｉｃ　
ｂｌｕｅ）、マンガンバイオレット、ウルトラマリンブルーおよびクロム水和物が挙げら
れうる。
【０１２６】
　顔料はまた、例えば、セリサイト／ブラウン酸化鉄／二酸化チタン／シリカタイプのも
のでありうる構造を有する顔料でありうる。このような顔料は、例えば、Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌｓ　ａｎｄ　Ｃａｔａｌｙｓｔｓ社によりＣｏｖｅｒｌｅａｆ　ＮＳまたはＪＳの参照
記号で販売され、ほぼ３０のコントラスト比を有する。
【０１２７】
　染料はまた、例えば、酸化鉄を含有するシリカ微小球タイプなどのタイプでありうる構
造を有する顔料を含みうる。この構造を有する顔料の例は、Ｍｉｙｏｓｈｉ社により、Ｐ
Ｃ　Ｂａｌｌ　ＰＣ－ＬＬ－１００　Ｐの参照記号で販売されている製品であり、この顔
料は、黄色酸化鉄を含有するシリカ微小球から構成される。
【０１２８】
　本発明に使用されうる有機顔料の中で、カーボンブラック、Ｄ＆Ｃタイプの顔料、コキ
ニールカルミンをベースにした、またはバリウム、ストロンチウム、カルシウムまたはア
ルミニウムをベースにしたレーキ、あるいは欧州特許出願公開第５４２６６９号明細書、
欧州特許出願公開第７８７７３０号明細書、欧州特許出願公開第７８７７３１号明細書お
よび国際公開第９６／０８５３７号パンフレットに記載されているジケトピロロピロール
（ＤＰＰ）が挙げられうる。
【０１２９】
　用語「真珠層」は、特にある種の軟体動物によりその殻中で生成されるか、または合成
される、真珠光沢を有し得、または有し得ない、および光学干渉により色効果を有する、
任意の形態の着色粒子を意味すると理解されるべきである。
【０１３０】
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　真珠層は、真珠光沢の顔料、例えば酸化鉄で被覆されたチタンマイカ、ビスマスオキシ
クロリドで被覆されたチタンマイカ、酸化クロムで被覆されたチタンマイカ、有機染料で
被覆されたチタンマイカおよびさらにビスマスオキシクロリドをベースとする真珠光沢の
顔料から選択されうる。それらはまた、その表面が金属酸化物のおよび／または有機着色
剤の少なくとも２つの連続する層で重ねられているマイカ粒子でありうる。
【０１３１】
　言及されうる真珠層の例としては、酸化チタンで、酸化鉄で、天然の顔料で、またはビ
スマスオキシクロリドで被覆された天然のマイカが挙げられる。
【０１３２】
　挙げられうる市販の真珠層の中で、Ｅｎｇｅｌｈａｒｄ社により販売されている真珠層
Ｔｉｍｉｃａ、ＦｌａｍｅｎｃｏおよびＤｕｏｃｈｒｏｍｅ（マイカベース）、Ｍｅｒｃ
ｋ社により販売されているＴｉｍｉｒｏｎ真珠層、Ｅｃｋａｒｔ社により販売されている
マイカベースのＰｒｅｓｔｉｇｅ真珠層およびＳｕｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社により販売さ
れている合成マイカベースのＳｕｎｓｈｉｎｅ真珠層がある。
【０１３３】
　真珠層は、特に、黄色、ピンク色、赤色、ブロンズ色、オレンジがかった色（ｏｒａｎ
ｇｅｙ）、茶色、金色および／または銅色の色もしくは色合いを有しうる。
【０１３４】
　本発明の内容で使用されうる真珠層の例として、特にＥｎｇｅｌｈａｒｄ社によりＢｒ
ｉｌｌｉａｎｔ　ｇｏｌｄ　２１２Ｇ（Ｔｉｍｉｃａ）、Ｇｏｌｄ　２２２Ｃ（Ｃｌｏｉ
ｓｏｎｎｅ）、Ｓｐａｒｋｌｅ　ｇｏｌｄ（Ｔｉｍｉｃａ）、Ｇｏｌｄ　４５０４（Ｃｈ
ｒｏｍａｌｉｔｅ）およびＭｏｎａｒｃｈ　ｇｏｌｄ　２３３Ｘ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）
の名称で販売されている金色に着色された真珠層；特にＭｅｒｃｋ社によりＢｒｏｎｚｅ
　ｆｉｎｅ（１７３８４）（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）およびＢｒｏｎｚｅ（１７３５３）（Ｃ
ｏｌｏｒｏｎａ）の名称で、ならびにＥｎｇｅｌｈａｒｄ社によりＳｕｐｅｒ　ｂｒｏｎ
ｚｅ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）の名称で販売されているブロンズ色の真珠層；特にＥｎｇｅ
ｌｈａｒｄ社によりＯｒａｎｇｅ　３６３Ｃ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）およびＯｒａｎｇｅ
　ＭＣＲ　１０１（Ｃｏｓｍｉｃａ）の名称で、ならびにＭｅｒｃｋ社によりＰａｓｓｉ
ｏｎ　ｏｒａｎｇｅ（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）およびＭａｔｔｅ　ｏｒａｎｇｅ（１７４４９
）（Ｍｉｃｒｏｎａ）の名称で販売されているオレンジ色の真珠層；特にＥｎｇｅｌｈａ
ｒｄ社によりＮｕ　ａｎｔｉｑｕｅ　ｃｏｐｐｅｒ　３４０ＸＢ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）
およびＢｒｏｗｎ　ＣＬ４５０９（Ｃｈｒｏｍａｌｉｔｅ）の名称で販売されている茶色
の色合いの真珠層；特にＥｎｇｅｌｈａｒｄ社によりＣｏｐｐｅｒ　３４０Ａ（Ｔｉｍｉ
ｃａ）の名称で販売されている銅の色合いを有する真珠層；特にＭｅｒｃｋ社によりＳｉ
ｅｎｎａ　ｆｉｎｅ（１７３８６）（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）の名称で販売されている赤色の
色合いを有する真珠層；特にＥｎｇｅｌｈａｒｄ社によりＹｅｌｌｏｗ（４５０２）（Ｃ
ｈｒｏｍａｌｉｔｅ）の名称で販売されている黄色の色合いを有する真珠層；特にＥｎｇ
ｅｌｈａｒｄ社によりＳｕｎｓｔｏｎｅ　Ｇ０１２（Ｇｅｍｔｏｎｅ）の名称で販売され
ている金色がかった赤色の色合いの真珠層；特にＥｎｇｅｌｈａｒｄ社によりＴａｎ　ｏ
ｐａｌｅ　Ｇ００５（Ｇｅｍｔｏｎｅ）の名称で販売されているピンク色の真珠層；特に
Ｅｎｇｅｌｈａｒｄ社によりＮｕ　ａｎｔｉｑｕｅ　ｂｒｏｎｚｅ　２４０　ＡＢ（Ｔｉ
ｍｉｃａ）の名称で販売されている金色がかった黒色の真珠層；特にＭｅｒｃｋ社により
Ｍａｔｔｅ　ｂｌｕｅ（１７４３３）（Ｍｉｃｒｏｎａ）の名称で販売されている青色真
珠層；特にＭｅｒｃｋ社によりＸｉｒｏｎａ　Ｓｉｌｖｅｒの名称で販売されている銀色
がかった白色真珠層；および特にＭｅｒｃｋ社によりＩｎｄｉａｎ　ｓｕｍｍｅｒ（Ｘｉ
ｒｏｎａ）の名称で販売されている金色がかった緑色でピンクがかったオレンジ色の真珠
層、ならびにそれらの混合物が特に挙げられうる。
【０１３５】
　本発明による化粧料組成物はまた、特定の光学的効果を有する少なくとも１つの物質を
含有しうる。
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【０１３６】
　この効果は、単純な従来の色相効果、すなわち、標準染料、例えば単色顔料によって生
成される統一・安定化効果と異なる。
【０１３７】
　本発明の目的のために、用語「安定化」は、観察の角度の関数としての、あるいは温度
変化に対する応答において、色の変動性の効果に欠けることを意味する。
【０１３８】
　例えば、この物質は、金属性の輝きを有する粒子、ゴニオクロマティック（ｇｏｎｉｏ
ｃｈｒｏｍａｔｉｃ）着色剤、回折顔料、サーモクロミック（ｔｈｅｒｍｏｃｈｒｏｍｉ
ｃ）剤、光学増白剤、およびさらに繊維、特に干渉繊維から選択されうる。言うまでもな
く、これらの種々の物質は、２つの効果の同時の出現、または本発明による新規効果の同
時の出現さえ与えるように組み合わせられうる。
【０１３９】
　本発明に使用されうる金属性の色合いを有する粒子は、特に下記から選択される。
　少なくとも１つの金属および／または少なくとも１つの金属誘導体の粒子、
　少なくとも１つの金属および／または少なくとも１つの金属誘導体を含む金属性の色合
いを有する少なくとも１つの層で少なくとも部分的に被覆されたモノマテリアルまたはマ
ルチマテリアルの有機または鉱物基材を含む粒子、および
　上記粒子の混合物。
【０１４０】
　上記粒子に存在しうる金属の中で、例えば、Ａｇ、Ａｕ、Ｃｕ、Ａｌ、Ｎｉ、Ｓｎ、Ｍ
ｇ、Ｃｒ、Ｍｏ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｐｔ、Ｖａ、Ｒｂ、Ｗ、Ｚｎ、Ｇｅ、ＴｅおよびＳｅ、な
らびにそれらの混合物または合金が挙げられうる。Ａｇ、Ａｕ、Ｃｕ、Ａｌ、Ｚｎ、Ｎｉ
、ＭｏおよびＣｒ、ならびにそれらの混合物または合金（例えば、ブロンズおよび真鍮）
が好ましい金属である。
【０１４１】
　用語「金属誘導体」は、金属から誘導される化合物、特に、酸化物、フッ化物、塩化物
および硫化物を意味することが意図される。
【０１４２】
　挙げられうるこれらの粒子の例示としては、アルミニウム粒子、例えば、Ｓｉｂｅｒｌ
ｉｎｅ社によりＳｔａｒｂｒｉｔｅ　１２００　ＥＡＣ（登録商標）の名称で、およびＥ
ｃｋａｒｔ社によりＭｅｔａｌｕｒｅ（登録商標）の名称で販売されているものが挙げら
れる。
【０１４３】
　銅金属粉末または合金混合物、例えばＲａｄｉｕｍ　Ｂｒｏｎｚｅ社により販売されて
いる参照記号２８４４、金属性顔料、例えばアルミニウムまたはブロンズ、例えばＥｃｋ
ａｒｔ社からＲｏｔｏｓａｆｅ　７００の名称で販売されているもの、Ｅｃｋａｒｔ社か
らＶｉｓｉｏｎａｉｒｅ　Ｂｒｉｇｈｔ　Ｓｉｌｖｅｒの名称で販売されている、シリカ
で被覆されたアルミニウム粒子、および金属合金粒子、例えば、Ｅｃｋａｒｔ社からＶｉ
ｓｉｏｎａｉｒｅ　Ｂｒｉｇｈｔ　Ｎａｔｕｒａｌ　Ｇｏｌｄの名称で販売されている、
シリカで被覆されたブロンズ（銅および亜鉛の合金）粉末も挙げられうる。
【０１４４】
　それらはまた、ガラス基材、例えばＮｉｐｐｏｎ　Ｓｈｅｅｔ　Ｇｌａｓｓ社によりＭ
ｉｃｒｏｇｌａｓｓ　Ｍｅｔａｓｈｉｎｅの名称で販売されているものを含む粒子であり
うる。
【０１４５】
　ゴニオクロマティック着色剤は、例えば、干渉多層構造および液晶着色剤から選択され
うる。
【０１４６】
　本発明により製造される組成物で使用されうる対称干渉多層構造の例は、例えば、以下
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の構造のものである。すなわち、Ａｌ／ＳｉＯ２／Ａｌ／ＳｉＯ２／Ａｌ、この構造を有
する顔料はＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ社により販売されている；Ｃｒ／ＭｇＦ

２／Ａｌ／ＭｇＦ２／Ｃｒ、この構造を有する顔料はＦｌｅｘ社によりＣｈｒｏｍａｆｌ
ａｉｒの名称で販売されている；ＭｏＳ２／ＳｉＯ２／Ａｌ／ＳｉＯ２／ＭｏＳ２；Ｆｅ

２Ｏ３／ＳｉＯ２／Ａｌ／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３およびＦｅ２Ｏ３／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ

３／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３、これらの構造を有する顔料はＢＡＳＦ社によりＳｉｃｏｐｅ
ａｒｌの名称で販売されている；ＭｏＳ２／ＳｉＯ２／マイカ－酸化物／ＳｉＯ２／Ｍｏ
Ｓ２；Ｆｅ２Ｏ３／ＳｉＯ２／マイカ－酸化物／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３；ＴｉＯ２／Ｓｉ
Ｏ２／ＴｉＯ２およびＴｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３／ＴｉＯ２；ＳｎＯ／ＴｉＯ２／ＳｉＯ２／
ＴｉＯ２／ＳｎＯ；Ｆｅ２Ｏ３／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３；ＳｎＯ／マイカ／ＴｉＯ２／Ｓ
ｉＯ２／ＴｉＯ２／マイカ／ＳｎＯ、これらの構造を有する顔料はＭｅｒｃｋ社（Ｄａｒ
ｍｓｔａｄｔ）によりＸｉｒｏｎａの名称で販売されている。例として、これらの顔料は
、Ｍｅｒｃｋ社によりＸｉｒｏｎａ　Ｍａｇｉｃの名称で販売されているシリカ／酸化チ
タン／酸化スズ構造の顔料、Ｍｅｒｃｋ社によりＸｉｒｏｎａ　Ｉｎｄｉａｎ　Ｓｕｍｍ
ｅｒの名称で販売されているシリカ／茶色酸化鉄構造の顔料、およびＭｅｒｃｋ社により
Ｘｉｒｏｎａ　Ｃａｒｉｂｂｅａｎ　Ｂｌｕｅの名称で販売されているシリカ／酸化チタ
ン／マイカ／酸化スズ構造の顔料でありうる。Ｓｈｉｓｅｉｄｏ社からのＩｎｆｉｎｉｔ
ｅ　Ｃｏｌｏｒｓ顔料も挙げられうる。種々の層の厚みおよび性質に依存して、種々の効
果が得られる。したがって、Ｆｅ２Ｏ３／ＳｉＯ２／Ａｌ／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３構造の
場合には、色は、３２０ｎｍ～３５０ｎｍのＳｉＯ２層については緑色を帯びた金色から
赤みを帯びた灰色へ；３８０ｎｍ～４００ｎｍのＳｉＯ２層については赤色から金色へ；
４１０ｎｍ～４２０ｎｍのＳｉＯ２層については紫色から緑色へ；４３０ｎｍ～４４０ｎ
ｍのＳｉＯ２層については銅色から赤色へ変化する。
【０１４７】
　高分子多層構造を有する顔料の例としては、３Ｍ社により、Ｃｏｌｏｒ　Ｇｌｉｔｔｅ
ｒの名称で販売されているものが挙げられうる。
【０１４８】
　使用されうる液晶ゴニオクロマティック粒子の例としては、例えば、Ｃｈｅｎｉｘ社に
より販売されているもの、およびＷａｃｋｅｒ社によりＨｅｌｉｃｏｎｅ（登録商標）　
ＨＣの名称で販売されている製品が挙げられる。
【０１４９】
　脂溶性染料は、例えば、Ｓｕｄａｎ　ｒｅｄ、ＤＣ　Ｒｅｄ　１７、ＤＣ　Ｇｒｅｅｎ
　６、β－カロテン、大豆油、Ｓｕｄａｎ　ｂｒｏｗｎ、ＤＣ　Ｙｅｌｌｏｗ　１１、Ｄ
Ｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　２、ＤＣ　Ｏｒａｎｇｅ　５およびキノリンイエローである。
【０１５０】
　水溶性染料は、例えば、ビートルートジュースまたはメチレンブルーである。
【０１５１】
　１つの実施形態によれば、本発明によるエマルジョンまたは組成物は、例えば、有機染
料および鉱物染料、例えば顔料および真珠層、特定の光学的効果を有する物質、およびそ
れらの混合物から選択される少なくとも１つの染料を含みうる。
【０１５２】
　別の実施形態によれば、本発明によるエマルジョンまたは組成物は、染料を含まず、そ
してメイクアップベースを構成しうる。
【０１５３】
追加のフィラー
　本発明の組成物で使用されうる追加のフィラーとして、挙げられうる例は、顔料以外に
、艶消し剤、特にポリアミド（Ｎｙｌｏｎ（登録商標））粉末、例えばＮｙｌｏｎ　１２
粒子、例えばＡｒｋｅｍａからの１０ミクロンの平均サイズおよび１．５４の屈折率を有
するＯｒｇａｓｏｌ、およびソフトフォーカスフィラーである。
【０１５４】
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　ソフトフォーカスフィラーは、その固有の物理的特性を介してシワを修正する、および
シワを隠す能力のある任意の物質でありうる。これらのフィラーは特に、引き締め効果、
カバー効果またはソフトフォーカス効果を介してシワを修正しうる。
【０１５５】
　以下の化合物がフィラーの例として示されうる。
　多孔性シリカ微粒子、例えばＭｉｙｏｓｈｉ社からの５μｍの平均サイズを有するＳｉ
ｌｉｃａ　Ｂｅａｄｓ（登録商標）ＳＢ　１５０およびＳＢ　７００、ならびにＡｓａｈ
ｉ　ＧｌａｓｓからのＳｕｎｓｐｈｅｒｅｓ（登録商標）シリーズＨ、例えば、それぞれ
３．５μｍおよび５μｍのサイズを有するＨ３３およびＨ５１；
　シリコーン樹脂の中空半球状粒子、例えば特に欧州特許出願公開第１５７９８４９号明
細書に記載されているＴａｋｅｍｏｔｏ　Ｏｉｌ　ａｎｄ　ＦａｔからのＮＬＫ５００（
登録商標）、ＮＬＫ５０６（登録商標）およびＮＬＫ５１０（登録商標）；
　シリコーン樹脂粉末、例えば、ＧＥ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅからの、４．５μｍの平均サイ
ズを有するＴｏｓｐｅａｒｌ（登録商標）１４５Ａシリコーン樹脂；
　タルク／二酸化チタン／アルミナ／シリカコンポジット粉末、例えばＣａｔａｌｙｓｔ
　＆　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社からのＣｏｖｅｒｌｅａｆ　ＡＲ－８０（登録商標）製品。
【０１５６】
　特定の実施形態によれば、本発明の組成物はこのように、艶消し剤、特にポリアミド粉
末、多孔性シリカ微粒子、中空シリコーン樹脂半球状粒子、およびシリコーン樹脂粉末か
ら選択される少なくとも１つの追加のフィラーを含む。
【０１５７】
化粧料活性剤
　当業者はまた、ケラチン物質上に望まれる効果の関数として、１つまたは複数の追加の
化粧料活性剤を添加しうる。
【０１５８】
　化粧料活性剤は、本発明による組成物中に、組成物の総重量に対して０．００１重量％
～２０重量％、好ましくは０．０１重量％～１０重量％、さらにより好ましくは０．５重
量％～５重量％、さらに好ましくは０．１重量％～１重量％の範囲の含有量で存在する。
【０１５９】
　有利には、本発明の組成物は、毛穴の見え具合を減少させる剤を含みうる。
【０１６０】
　用語「毛穴の見え具合を減少させる剤」は、毛穴を引き締めること、および／または毛
穴のサイズおよび／または目に見える毛穴の数を減少させることにより、毛穴の外観およ
び／または見え具合を減少させる能力のある剤を特に意味し、毛穴の見え具合を減少させ
る剤の例として、Ｃ－グリコシド誘導体が特に挙げられうる。
【０１６１】
ガレヌス形態
　本発明による組成物は、生理学的に許容される媒体、すなわち、ヒト皮膚に施与される
ことができる非毒性媒体を含み、その媒体は、快適な外観、臭いおよび感触のものである
。
【０１６２】
　特に、それらは、皮膚、特に、顔の皮膚をケアするおよび／またはメイクアップするた
めの化粧料組成物である。
【０１６３】
　特に、メイクアップ製品は、例えばファンデーション、メイクアップベース、フェイス
パウダー、アイシャドー、コンシーラー製品またはほお紅、あるいはボディーメイクアッ
プ製品または皮膚着色製品、および特にファンデーションのタイプのものでありうる。好
ましくは、本発明による組成物は、メイクアップベースまたはファンデーションである。
【０１６４】
　スキンケア製品は、顔の保護、処置またはケアのための組成物、例えばデイクリーム、
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ナイトクリーム、日焼け止め組成物、保護またはケア用のボディーミルクまたはアフター
サンミルク、さらに好ましくは顔のケア組成物でありうる。
【０１６５】
　さらに、本発明により使用される組成物は、多かれ少なかれ流動性であり得、そして白
色または着色クリーム、軟膏、ミルクまたはペーストの外観を有しうる。優先的には、本
発明による組成物は、流動性である。
【０１６６】
　本発明の特定の実施形態によれば、本発明による組成物は、油中水型（Ｗ／Ｏ）または
多層（Ｏ／Ｗ／Ｏ）エマルジョンを含有し、さらに好ましくは組成物は、油中水型（Ｗ／
Ｏ）または多層（Ｏ／Ｗ／Ｏ）エマルジョンである。
【０１６７】
　有利には、水性懸濁物の形態で組成物に導入されたシリコーンエラストマーは、外側油
性相に水性小滴の形態で分散される。
【０１６８】
　具体的には、本発明の好ましい製造方法によれば、水性懸濁物中で運ばれるシリコーン
エラストマーは、撹拌しながら、水性相と、ポリアルキル（メタ）アクリレートから選択
される少なくとも１つのフィラー、および少なくとも１つの、シリコーン樹脂で被覆され
たシリコーンエラストマー粉末を含有する油性相とを乳化させることにより予め得られた
Ｗ／ＯまたはＯ／Ｗ／Ｏエマルジョンの外側油性相に導入される。
【０１６９】
　別の局面によれば、本発明はまた、
　ｉ）少なくとも１つの区画の範囲を定める容器、該容器は密閉部材により密閉されてい
る、および
　ｉｉ）上記区画の内側に配置された、先に記載された組成物
を含む化粧料アセンブリに関する。
【０１７０】
　容器は、任意の適切な形態のものでありうる。それは、特に、ボトル、管、瓶、ケース
、缶、小袋または箱でありうる。
【０１７１】
　密閉部材は、取りはずし可能な栓、蓋、キャップ、剥ぎ取りストリップまたはカプセル
の形態、特に、容器に取り付けられた本体および本体につなげられたカバーキャップを含
むタイプのものでありうる。これはまた、容器を選択的に密閉するための部材、特にポン
プ、弁またはフラップ弁の形態でありうる。
【０１７２】
　容器は、アプリケータと組み合わせられうる。アプリケータは、例えば、仏国特許第２
７２２３８０号明細書に記載されているように、微細ブラシの形態でありうる。アプリケ
ータは、フォームまたはエラストマーパッドの、サインペンの、またはスパチュラの形態
であることができる。アプリケータは、自由（ｆｒｅｅ）であり得（パウダーパフまたは
スポンジ）、または例えば、米国特許第５４９２４２６号明細書に記載されているように
、密閉部材により支えられた軸にしっかり固定されうる。アプリケータは、例えば、仏国
特許第２７６１９５９号明細書に記載されているように、容器に堅固に取り付けられうる
。
【０１７３】
　製品は、容器に直接的に、または間接的に含有されうる。例として、製品は、含浸され
た支持体上に、特にワイプまたはパッドの形態で配置され得、そして箱の中に、または小
袋の中に配置（個々に、または複数で）されうる。製品を組み込むこのような支持体は、
例えば、国際公開第０１／０３５３８号パンフレットに記載されている。
【０１７４】
　密閉部材は、ねじ締め（ｓｃｒｅｗｉｎｇ）により容器に結合されうる。あるいは、密
閉部材と容器の間の結合は、特にバヨネット機構を介する、ねじ締め以外に、クリック締
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め」は、特に密閉部材の一部の弾性変形による材料のビーズまたはコードの交差、および
上記ビーズまたはコードの交差の後に上記部分が弾性的に束縛されない位置に戻ることに
関与する任意のシステムを特に意味する。
【０１７５】
　容器は、少なくとも部分的に熱可塑性材料から成り得る。挙げられうる熱可塑性材料の
例としては、ポリプロピレンまたはポリエチレンが挙げられる。
【０１７６】
　本発明はまた、毛穴の外観および／または見え具合を減少させる化粧的皮膚処置方法で
あって、本発明による組成物の顔の皮膚への施与を含む方法に関する。
【０１７７】
　本発明はまた、皮膚のキメを改善する、特に皮膚のキメを引き締めるおよび／または洗
練する化粧的皮膚処置方法であって、本発明による組成物の顔の皮膚への施与を含む方法
にも関する。
【０１７８】
　特定の実施形態によれば、組成物は、顔の領域、特にＴ領域（額、鼻、頬および顎）、
特に頬および鼻の領域に施与される。
【０１７９】
　別の特定の実施形態によれば、組成物は、目に見えるまたは拡張した毛穴を示す皮膚に
施与される。
【０１８０】
　代替法によれば、組成物は、油性皮膚に施与される。
【０１８１】
　別の代替法によれば、組成物は、老化した皮膚に施与される。
【０１８２】
　本発明は、次いで、以下の非制限的例によって例示される。
【実施例】
【０１８３】
実施例１および２：本発明によるオルガノポリシロキサンエラストマー（水性懸濁物の形
態で導入される）の存在の影響
　実施例１および２の流動性ファンデーションの比較は、水性懸濁物の形態で運ばれる本
発明によるオルガノポリシロキサンエラストマーの存在が、良好な起伏平滑化特性を得る
ことを可能にすることを示す。
【０１８４】
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【表１】

【０１８５】
手順例１（本発明）
　相Ａ１の構成成分が主ビーカーに秤量され、そして室温に維持しながらＭｏｒｉｔｚブ
レンダー（３７５ｒｐｍ）で撹拌される。
【０１８６】
　顔料とドデカメチルペンタシロキサンの混合物を三本ロールミルに３回かけることによ
り、相Ａ２が別に調製される。
【０１８７】
　次に、均質化されるまでＭｏｒｉｔｚブレンダー（３７５ｒｐｍ）を使用して撹拌する
ことにより、相Ａ２が、室温で添加される。
【０１８８】
　その後、Ｍｏｒｉｔｚブレンダー（５００ｒｐｍ）を使用して撹拌を継続しながら、相
Ａ３が添加される。
【０１８９】
　ビーカーにグリセロールおよび保存剤を秤量し、そして９５℃に予熱された水を添加す
ることにより、水性相Ｂも別に調製される。
【０１９０】
　均質化されるまで磁気棒を使用して水性相が撹拌される。
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【０１９１】
　エマルジョンが室温で製造される：撹拌速度（Ｍｏｒｉｔｚブレンダー）を１，０００
ｒｐｍまで徐々に増加させながら、水性相Ｂが、脂肪相に注がれる。１０分間、撹拌が継
続される。
【０１９２】
　その後、２，０００ｒｐｍまで撹拌速度（Ｍｏｒｉｔｚブレンダー）を増大させながら
、相Ｃが徐々に添加される。
【０１９３】
　最後に、Ｍｏｒｉｔｚブレンダーによる撹拌（２，６００ｒｐｍ）を伴って相Ｄが添加
される。
【０１９４】
　得られた生成物が、Ｒａｙｎｅｒｉブレンダー（パドル）を使用して１５分間、７５０
ｒｐｍで撹拌される。
【０１９５】
手順例２（比較）
　手順は、相Ｃがこの場合に存在しない以外は実施例１のものと同一である。
【０１９６】
官能評価
　２５歳～５０歳の年齢の５名の女性のパネルが、ハーフフェイスメイクアップ試験にお
いて２つのファンデーションを使用することを要求された。
【０１９７】
　この評価から、実施例１のファンデーション（本発明）が、より均質で、より均一でか
つよりソフトなメイクアップ結果をもたらすことが明らかになる。
【０１９８】
　それは、毛穴の平滑化を可能にし、実施例２のファンデーション（比較）では観察され
ない。
【０１９９】
　最終的な分析において、パネルの女性らは、実施例１のファンデーション（本発明）を
いっそう高く評価する。
【０２００】
実施例３：シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末の存在の影響
　実施例１および３の流動性ファンデーションの比較は、シリコーン樹脂で被覆されたシ
リコーンエラストマー粉末の存在が、より良好な起伏平滑化特性を得ることを可能にする
ことを示す。
【０２０１】
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【表２】

【０２０２】
手順例３（比較）
　手順は、シリコーン樹脂で被覆されたシリコーンエラストマー粉末（ＫＳＰ　１００）
が実施例３において存在しないことである以外は、実施例１のものと同一である。
【０２０３】
官能評価
　２５歳～５０歳の年齢の５名の女性のパネルが、ハーフフェイスメイクアップ試験にお
いて２つのファンデーションを使用することを要求された。
【０２０４】
　この評価から、実施例１のファンデーション（本発明）がより良好な平滑特性をもたら
すことが明らかになる。それは、毛穴の平滑化を可能にし、実施例３のファンデーション
（比較）で得られたものより良好である。
【０２０５】
　最終分析において、パネルの女性は、実施例１のファンデーション（本発明）をいっそ
う高く評価する。
【０２０６】
実施例４：ポリアルキル（メタ）アクリレート粉末の存在の影響
　実施例１および４の流動性ファンデーションの比較は、ポリメチルメタクリレート粉末
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の存在が、より良好な起伏平滑化特性を得ることを可能にすることを示す。
【０２０７】
【表３】

【０２０８】
手順例４（比較）
　手順は、ポリメチルメタクリレート粉末（Ｃｏｖａｂｅａｄ　ＬＨ　８５）が実施例４
で存在しないことを除き、実施例１のものと同一である。
【０２０９】
官能評価
　２５歳～５０歳の年齢の５名の女性のパネルが、ハーフフェイスメイクアップ試験にお
いて２つのファンデーションを使用することを要求された。
【０２１０】
　この評価から、実施例１のファンデーション（本発明）が、より均一で、より均質なメ
イクアップ結果をもたらすことが明らかになる。
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【０２１１】
　それは、毛穴の平滑化を可能にし、実施例４のファンデーション（比較）で得られたも
のより良好である。
【０２１２】
　最終分析において、パネルの女性は、実施例１のファンデーション（本発明）をいっそ
う高く評価する。
【０２１３】
実施例５（本発明による）
【０２１４】
【表４】
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【０２１５】
手順
　相Ａ１の構成成分が主ビーカーに秤量され、そして室温に維持しながらＭｏｒｉｔｚブ
レンダー（３７５ｒｐｍ）で撹拌される。
【０２１６】
　顔料とドデカメチルペンタシロキサンの混合物を三本ロールミルに３回かけることによ
り、相Ａ２が別に調製される。
【０２１７】
　次に、均質化されるまでＭｏｒｉｔｚブレンダー（３７５ｒｐｍ）を使用して撹拌する
ことにより、相Ａ２が室温で添加される。
【０２１８】
　その後、Ｍｏｒｉｔｚブレンダー（５００ｒｐｍ）を使用して撹拌を継続しながら、相
Ａ３が添加される。
【０２１９】
　ビーカーにグリセロールおよび保存剤を秤量し、そして９５℃に予熱された水を添加す
ることにより、水性相Ｂも別に調製される。
【０２２０】
　均質化されるまで磁気棒を使用して水性相が撹拌される。
【０２２１】
　エマルジョンが室温で製造される：撹拌速度（Ｍｏｒｉｔｚブレンダー）を１，０００
ｒｐｍまで徐々に増加させながら、水性相Ｂが、脂肪相に注がれる。１０分間、撹拌が継
続される。
【０２２２】
　その後、２，０００ｒｐｍまで撹拌速度（Ｍｏｒｉｔｚブレンダー）を増大させながら
、相Ｃが徐々に添加される。
【０２２３】
　最後に、Ｍｏｒｉｔｚブレンダーによる撹拌（２，６００ｒｐｍ）を伴って相Ｄが添加
される。
【０２２４】
　得られた生成物が、Ｒａｙｎｅｒｉブレンダー（パドル）を使用して１５分間、７５０
ｒｐｍで撹拌される。
【０２２５】
　実施例５のファンデーション（本発明）は、均質で、均一かつソフトなメイクアップ結
果をもたらす。
【０２２６】
実施例６（粉末の形態で導入されたオルガノポリシロキサン（コンパウンド（ｉ）））
【０２２７】



(30) JP 2016-516806 A 2016.6.9

10

20

30

40

50

【表５】

【０２２８】
手順
　Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によりＢＹ　２９－１１９の参照記号で販売されているシリ
コーンエラストマーの懸濁物を加熱することにより得られたエラストマー粉末を用いて、
実施例６のファンデーションが製造される。
【０２２９】
　シリコーンの水性懸濁物３０ｇが時計皿に秤量され、水を蒸発させるために１００℃に
加熱される。
【０２３０】
　生成物が、粘性の液体の状態からペーストになり、その後懸濁物の水が蒸発するにつれ
て徐々に粉末になるので、生成物を時々スパチュラで撹拌する必要がある。
【０２３１】
　こうして、１８．５４ｇのシリコーンエラストマー粉末が最終的に得られ、それは、当
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初の質量の６１．８％の固形含有量を表す。
【０２３２】
　その後、実施例１の手順によりファンデーションが製造される。
【０２３３】
官能評価
　２５歳～５０歳の年齢の、実験室の５名の女性のパネルが、ハーフフェイスメイクアッ
プ試験において２つのファンデーションを使用することを要求された。
【０２３４】
　この評価から、実施例６のファンデーションが、均質で均一なメイクアップ結果をもた
らし、毛穴を平滑にすることを可能にすることが明らかになる。
【０２３５】
実施例７（粉末形態で導入されたオルガノポリシロキサン（コンパウンド（ｉ）））
【０２３６】
【表６】
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【０２３７】
手順
　相Ａ１の構成成分が主ビーカーに秤量され、そして室温に維持しながらＭｏｒｉｔｚブ
レンダー（５００ｒｐｍ）で撹拌された。
【０２３８】
　顔料とドデカメチルペンタシロキサンの混合物を三本ロールミルに３回かけることによ
り、相Ａ２が別に調製される。
【０２３９】
　次に、均質化されるまでＭｏｒｉｔｚブレンダー（５００ｒｐｍ）を使用して撹拌する
ことにより、相Ａ２が室温で添加される。
【０２４０】
　その後、Ｍｏｒｉｔｚブレンダー（７００ｒｐｍ）を使用して撹拌を継続しながら、相
Ａ３が添加される。
【０２４１】
　ビーカーにグリセロールおよび保存剤を秤量し、そして９５℃に予熱された水を添加す
ることにより、水性相Ｂも別に調製される。
【０２４２】
　均質化されるまで磁気棒を使用して水性相が撹拌される。
【０２４３】
　エマルジョンが室温で製造される：撹拌速度（Ｍｏｒｉｔｚブレンダー）を１，０００
ｒｐｍまで徐々に増加させながら、水性相Ｂが、脂肪相に注がれる。１０分間、撹拌が継
続される。
【０２４４】
　最後に、Ｍｏｒｉｔｚブレンダーによる撹拌（２，６００ｒｐｍ）を伴って相Ｃが添加
される。
【０２４５】
官能評価
　２５歳～５０歳の年齢の、実験室の５名の女性のパネルが、ハーフフェイスメイクアッ
プ試験において２つのファンデーションを使用することを要求された。
【０２４６】
　この評価から、実施例７のファンデーション（本発明）が、均一で均質なメイクアップ
結果をもたらし、毛穴を平滑化することを可能にすることが明らかになる。
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